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所 属・役 職： 先端数理科学インスティテュート所員
 明治大学理工学部教授
専 門・学 位： 確率過程論と時系列解析、理学博士・大阪大学
班・研究内容： 班リーダー
 モデリング班・時系列データモデリングおよび解析

岡部靖憲
P R O F I L E

Okabe Yasunori
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　株価や地震波など一見ランダムに見える時系

列から、その中にある定常性や、定常性の破れの

度合いとしての異常を検出する理論が岡部靖憲

教授の実験数学である。モデルを抽出する前に、

そのモデルですくい上げるべき特徴は何かを調

べることができる。

̶岡部先生のご研究内容と現象数理学の接点に

ついて教えてください。

　私が研究している「実験数学」は、さまざまな現

象の中でも特に時間に沿って発展する現象、例え

ば金融や為替などの経済現象や、オーロラ・太陽

風・磁気嵐・地震などから得られる一見ランダムな

現象の時系列から、背後にあるダイナミクスや非

線形な構造を取り出すための理論です。何かの時

系列を解釈しようとしたときに、モデルを仮定する

前に法則性があるかないかを判定できます。

　自然現象から得られる時系列には何か背後に

構造があることを思わせるものがあります。例え

ばオーロラの時間発展は3期に分かれるようです

し、地震波もまずP波、次にS波が出ます。そういっ

た現象の背後にある真の構造をつかみ取るため

に、何かのモデルを仮定する前に、どんな特徴を

持つのかを調べるのが実験数学の理論です。

　実験数学では、時系列を解析するためのモデルは

仮定しません。時系列から計算できる共分散関数

を用いて定常性があるかどうかをチェックし、定常

性があるならばその時系列はKM2O -ランジュヴァ

ン方程式に従うと見なせます。この定常性を取り出

して検証するというところが実験数学のもっとも大

切な役割だと思います。時系列に何かの定常性が

あると分かれば、共分散関数を手がかりにして「決

定性解析」と「ダイナミクス解析」をし、モデルとして

どういう非線形な確率差分方程式が出てくるかを

導けます。定常性の破れを異常と考えて、その予兆

が出るのならばそれを検出することも可能です。

　なんらかの法則性を持っているモデルに、異常を

取り入れることはすごく難しいと思います。歴史的

に見ても、あるモデルではどうしても解釈できない部

分が残り、その解釈をめぐってさらに優れたモデル

が登場することがよくありました。失敗を繰り返し

ていって最適なモデルを見つけていくのではなく、

時系列の中から定常性が崩れているところが検出で

き、その崩れ方が調べられるのであれば、それを手が

かりにして、モデルを作る前にすくいとるべき特徴が

分かるはずだ、というのが実験数学の考え方です。

̶性急にモデル化をするのではなく、まずモデルがすく

い取るべき条件を明らかにすべきということですね。

　そうです。モデルに潜む落とし穴の１つは、それ

が成立する前提をチェックせずに使ってしまうこと

がある、ということです。例えば実験数学でいう定

常性に関しては、数学的には「定常である、というの

はこういうことが必要条件で、こういうことが十分

条件だ」という定義ができます。逆に言えば数学の

定理はそういう厳密性があって成り立っている。け

れども金融工学や自然科学の理論家と現場の間で

は乖離があって、現場ではモデルが成り立つ前提条

件をチェックせずに使っていることがあるように思

います。数学者の立場としては、現場の都合から離

れて何か定理を作ることは必要だけれど、現場の人

がその定理を使うときにチェックしておくべき条件

が何かを明らかにし、それを検証する方法を与えて

おくことも非常に重要だと考えています。

̶実験数学の応用に関しては今どんな状況なのですか

　実験数学を理論的に支える離散時間の確率過

程論であるKM2O-ランジュヴァン方程式論は既

に確立されたものですが、応用はようやく広がり

つつあるところです。2009年７月から明治大学

グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と

発展」の柱の一つとして[非線形時系列に対する

現象数理学の発展]シンポジウムである「複雑系

現象の時系列解析」の研究会を開いているのです

が、オーロラについてはあるはっきりした構造が

見出せたようです。

　自然科学の研究者にとって、オーロラのような

自然現象の中からダイナミクスに関わるある非線

形な構造をつかみ出すことが最大の目的だと思

います。ちょうどこれはティコ・ブラーエの観測

を基に、ケプラーが天体の運動法則を発見したの

と似ています。それを最後にニュートンが数学的

にモデル化して運動方程式の形にしました。私

がしたことも、何かの自然現象の背後の構造を証

明したということではなく、そのモデル化に必要

な何かを発見したに過ぎません。自然現象だけ

でなく経済現象への応用として、広告の効果測定

に実験数学の理論を使うという研究が博士課程

の学生の方の手で始まっています。今後も様々な

現象の解析に実験数学を使ってもらいたい。そ

のお手伝いをしたいと思っています。

　また、純粋数学への応用として、ごく最近、連続

時間の確率過程に対するKM2O -ランジュヴァン

方程式論が進展しています。特に、正規定常過程

に付随する時間遅れのある２階楕円型偏微分方

程式が導かれること、リーマンのゼータ関数が満

たす時間遅れのある常微分方程式が導かれるこ

となどが分かってきました。

　実験数学と純粋数学を両輪として、「ケプラー的

研究」と「ニュートン的研究」をつなぐ最終の「実験数

学の夢」の実現を目指し精進したいと考えています。
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モデルを仮定せずに時系列データに潜む
法則性を取り出す実験数学
News Letter 2号では、「経済現象や、気象など
時間的に発展する現象」に関係する研究テーマに取り組む
事業推進担当者2名の研究者にインタビューを試みた。
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【実験数学の概念】
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所 属・役 職： 先端数理科学インスティテュート所員
 明治大学グローバル・ビジネス研究科教授
専 門・学 位： 金融工学、PhD・ミネソタ大学、理学博士・九州大学
班・研究内容： モデリング班・金融のモデリングおよび解析

刈屋武昭
P R O F I L E

Kariya Takeaki
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　「金融工学の世界ではモデルは常に書き換えら

れる運命にある」。金融工学の研究をリードして

きた刈屋武昭教授は、そう語る。現実をよりよく

表し、意志決定に具体的な指針を与えるモデルが

常に求められているが、その創造には、複数の学

問領域にまたがって教育を受けた人材が必要と

考える。

̶刈屋先生は今回の現象数理学GCOEの事業担

当者であると同時に本学グローバル・ビジネス研

究科長の立場でもありますが、ご自身のご研究と

現象数理学はどう関係するのでしょうか。

　 現 象 数 理 学 と は、英 語 で は”Mathematical 

Sciences Based on Modeling and Analysis”つま

り現象を数理的にモデル化する能力を指してい

ます。その能力開発が今回のグローバルCOEの

究極のテーマです。現象が何らかの形で定義さ

れるとすればそれはモデル化の対象になりえる。

だから現象数理学は、自然科学はもちろん経済や

私の専門の金融も、人文科学もカバーしうる。そ

の実現には現象に対する理解が必要です。さら

に過去に蓄積されてきた統計学的なモデルや数

理学的なモデルを分かったうえで、何らかの新し

いモデリングが可能かどうかを問われていると

思います。

　金融工学の世界では、リスクを変換する技術や

金融商品を裏づけるための、確率統計による理論

が出来上がっています。その一方で、これまでの

数理で現象がよく見えているのかどうかが問わ

れています。特定な確率過程モデルによる現象

の把握の仕方や解釈が常に正しいわけではあり

ません。特定な確率過程は仮説に過ぎません。

その確率過程に沿って人々の行動が起きている

わけではない。これまで提案された確率過程の

考え方を実際の現象と照らし合わせてみると、必

ずしも十分ではありません。

　金融投資にかかる世界は、よりよく現象を記述

できるモデルを求めており、既に遺伝モデルをは

じめ、他のサイエンスで使われているモデルが積

極的に導入されています。ところがこの世界で

は、あるモデルが役に立ちそうだとなるとそれは

急速に広まります。そしてそれに乗る、または逆

張りをするというように、プレーヤーの行動が変

わる。すると現象が変わってしまい、モデルが合

わなくなる。つまりモデル自身が自分を潰す動

きがあります。それが金融的な投資にかかわる

価格現象の特徴です。

̶あるモデルが常に有効なのではなく、常に現

実に対応するモデリングが必要になる、と。

　そうです。経済学的に見るか、過去の統計で見

るか、あるいは満たすべき前提がたくさんある理

論モデルで見るのかによって、たくさんのモデル

が混在しています。数理的には新しくはないか

もしれないけれど、モデルを作る人の、現象を見

る眼が入り込んでいる様々なモデルがあります。

そういう意味では無限に新しいモデルが登場す

る可能性があり、いろいろなモデルを理解する能

力が重要になります。

　ある理論の基本的枠組みやモデリングが理解

できたとしても、応用していくときに、その前提条

件が既に満たされていないかもしれません。例

えば私が研究している無裁定価格理論は「その概

念は重要で、非常に分かりやすい」といわれている

のですが、これを使うための前提条件が現象のほ

うで満たされていない場合もあります。つまりあ

る理論を現象に適用できるのかどうかを判断する

ために、社会現象をよく観察する眼が大事です。

　数学が分かれば金融工学も理解できるだろう

と思って入ってくる人の中には、金融のどろど

ろとした概念を見てやる気をなくしたり、世の

中の動きが分からなくなる人もいます。それで

どこかで論文を見つけてきて、その中に出てく

るモデルを改良してみたりする。しかしそのモ

デルが、必ずしも現象に合うから使われている

のではないこともあります。「そのモデルを仮

定すると解析的に扱えるようになる」という理

由で使われていることさえあるのです。

　だから金融工学に進む人は、文理双方の領域

の教育を受けるべきです。理工学系の人には、

経済や金融を学んでもらい、モデルの限界も理

解してもらわなくてはなりません。

̶おそらく現象数理学に携わる人にも求められ

ることですね。

　現象数理学の世界では「最初にモデルを作る

人」を生み出すことが一番重要です。どの領域で

もよいけれど、現象を観測できる目を持っている

ことが大事です。観察なき科学はありえません。

観察なき科学は虚構です。数学の公理系はそう

いう意味では大いなる虚構ですが、その公理や

ユークリッド距離のようなものは観察して生ま

れたものです。純粋数学のように公理だけを基

本に置くならば現象を観察する必要はないが、現

象数理学はそうではない。現象数理学に関わる

人も、複合的な専門性を持つべきです。
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現象数理学の確立には現象と
理論の本質を見抜く複眼が必要
「経済現象」に関係する研究テーマの次のインタビューは
モデリング班に所属、金融のモデリングおよび解析を専門とする
刈屋武昭教授に話を聞いた。

Kariya Takeaki Interview

刈屋
武昭

文理双方の深い
知識により現象を観察
する眼が必要

金融投資の世界では
日々モデルがモデルを
書き換える
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トライアングル体制が構築（明治大学、広島大学、龍谷大学）されました。

　明治大学ではすでに広島大学、 龍谷大学と包括協定・学生間

交流の覚書を締結しておりますが、このたび2009年9月2日、

広島大学と龍谷大学が大学間交流に関する包括協定並びに両大

学理工系研究科間による学生交流に関する覚書が、広島大学東

広島キャンパスにて、本学納谷 美学長の立会いの下、締結され

ました。

　これにより、地域

や国立・私立という

壁を越えた、3大学

（明治大学、広島大

学、龍谷大学）の連

携協力体制（トライ

アングル体制）が構

築されました。今後、各大学の持つ教育研究資源を有効活用し、

それぞれの大学の特色を生かした新たな大学間連携事業に取り

組んでいく予定です。また、3大学が中心となり、今回の協定締

結のきっかけとなった「現象数理学」の研究分野の確立と世界レ

ベルの研究展開をめざします。

　立会人として出席

した本学納谷 美学

長のコメントは以下

のとおりです。 

　「今後、世界レベル

の研究分野を創出す

るには、各大学の特

色・個性を生かした新たな大学間連携が必要であり、龍谷大学・

広島大学・明治大学の連携は、新しい研究のあり方を提起したモ

デルケースになりうると確信している。こうした協定が締結で

きたのは地道な教員間の研究交流と熱意のたまものであり、今

回の包括協定・覚書の締結により、３大学間の連携が完成したこ

とを大変うれしく思う。」

【協定詳細情報リンク】

広島大学との協定について

http://www.meiji.ac.jp/koho/hus/html/dtl_0003794.html

龍谷大学との協定について

http://www.meiji.ac.jp/koho/hus/html/dtl_0003997.html

　2009年9月3日～4日に、明治大学-広島大学グローバルCOE

プログラムの広島大学におけるキックオフフォーラムが広島大

学東広島キャンパスにおいて開催され、多数の方にご参加いただ

き、大盛況の中終了いたしました。

　このフォーラムは、本グローバルCOEプログラム連携大学専

攻である、広島大学大学院理学研究科数理分子生命理学専攻の

設立１０周年シンポジウムでもあり、専攻の成り立ちから融合教

育の難しさ等について、さまざまな角度・視点からこれからの研

究や体制について

考えるきっかけに

なったと思います。

今後も、明治大学と

広島大学は積極的

に連携をすすめて

まいります。

広島大学にて、明治大学-広島大学グローバルCOEプログラムキックオフ
フォーラム「数理生命科学の形成と発展」が開催されました。

【プログラム】

9月3日 (木）

10:30 - 10:35 広島大学長 挨拶 浅原利正

10:35 - 10:40 明治大学長 挨拶 納谷 美

10:40 - 10:55 講演 荻上紘一（大学評価・学位授与機構）

11:00 - 11:05 広島大学大学院理学研究科長 挨拶 出口博則

11:05 - 11:20 講演 月向邦彦（広島大学）

11:20 - 11:35 講演 砂田利一（明治大学）

13:00 - 13:05 広島大学・専攻長挨拶 西森　拓

13:05 - 13:55 招待講演 元村有希子 (毎日新聞社)

14:05 - 14:45 講演 三村昌泰 (明治大学)

15:00 - 15:40 講演 小林  亮 (広島大学)

15:50 - 16:20 招待講演 野々村真規子 (JSTさきがけ)

16:25 - 17:00 講演 柴田達夫 (広島大学)

17:10 - 18:30 ポスターセッション

9月4日 (金)

09:30 - 10:20 招待講演 A.S. Mihailov(Fritz-Haber-Institut）

10:25 - 11:05 招待講演 近藤  滋 (大阪大学) 

11:10 - 11:40 講演 末松J.信彦 (広島大学・GCOE研究員)

13:00 - 13:30 講演 泉  俊輔 (広島大学)

13:35 - 14:05 講演 山本  卓 (広島大学)

14:15 - 15:05 招待講演 野地澄晴 (徳島大学)

15:20 - 16:10 パネルディスカッション  司会：西森  拓

 パネリスト：近藤  滋 (大阪大学)、 野地澄晴 (徳島大学)、

 小林  亮（広島大学）、元村有希子 (毎日新聞)、楯  真一

 （広島大学）、柴田達夫 (広島大学)

開催期間：2009年9月3日～4日
会場：広島大学東広島キャンパス学士会館レセプションホール
主催：広島大学大学院理学研究科数理分子生命理学専攻
共催： グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」

大学院GP「数理生命科学融合教育コンソーシアムの形成」

— まずリーダーである中橋さん、今回の若手プロジェ

クトのテーマとメンバー及びアドバイザーの先生のご

紹介をお願いします。

　中橋　テーマは、学習が人間行動にどう影響してい

るかを調べることです。人類が他の動物と違って文化・

文明を発達させたのは、進化で獲得した「個体学習」と

「社会学習」のおかげです。つまり個体学習による発明

が社会学習によって広がったわけで、こうした能力が

どうやって獲得されたのかということに興味があり、

今回のテーマを提案しました。

　メンバーは自分と堀内史朗さん、吉川満さんの3人

で、若野友一郎先生がアドバイザーです。吉川さんは

関西学院大学の経済学、自分は東京大学理学部生物学

科の人類学の出身です。堀内さんは学位をとったのが

京都大学で、指導教官は西田先生（京都大学の西田利貞

名誉教授）、チンパンジーの研究で有名な先生です。知

らない分野が合わさることで知識が広がります。

— ではもう少し詳しくプロジェクトの中身について教

えてください。みなさんの個人的研究との関連もお聞

きしたいです。

　中橋　今回のプロジェクトでは学習を数理モデル化

して考えるのですが、私の興味は、誰が学習の主体かと

いうことです。言葉ならおそらく親に教えてもらうで

しょう。しかし、ファッションだったらタレント、野球

だったら野球選手のプレーなどから学習するわけで

す。誰から学習するのかによって、伝わり方が違って

きます。ファッションのような、少数のタレントが影

響を与えることはパッと広がる一方、親からしか伝わ

らないようなものは、それほどパッとは広がりません。

そういう違いを数理モデルとして扱います。そのため

には、どういうものがどういう風に学習されていくか

を知る必要があります。

　吉川　このプロジェクトの中では、私は進化ゲーム

理論を使って数理ファイナンスに取り組みます。進化

ゲーム理論は、人間同士の相互作用がある中で、どんな

戦略が支配的になるかを考える理論ですので、これを

用いると、人間の行動を予測できます。そのため株式

市場で売買するときに投資家が見る板情報を進化ゲー

ム理論で分析することで、値動きを予測できないかと

考えています。今回のプロジェクトでは実際の金融市

場のデータを購入してその実証分析に取り組み、理論

と実証を融合させます。数理モデルから現象をとらえ

ていくアプローチではなく、現象から複雑な泥臭いも

のを抽出するために、まずデータを通して理論と実証

の融合を目指そうと考えています。

　中橋　もう１人のメンバーの堀内史朗さんは今、宮

崎県の神楽という、能のような舞の伝承について調べ

ています。彼の興味は私と違っていて学習の主体では

なく、学習によって社会がどう融合していくのかとい

うのを研究しています。

　吉川　共通点は進化ゲーム理論を用いて現象をとら

えるという点です。3人が今後、進化ゲーム理論を使っ

て現象に取り組むことによって、その分野で重要とな

る数理モデルなどを構築できるのではないか。みんな

そう感じていると思います。

中橋　渉

－2009年度採択「現象数理若手プロジェクト代表者」に聞く－

N a k a h a s h i  Wa t a r u

採択研究課題：人間特有の現象に対する学習の影響 －進化ゲーム理論による分析－

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
 GCOE-現象数理ポスト・ドクター(PD)
専門： 理論人類学・学習能力の進化、性淘汰理論
アドバイザー： 若野友一郎（事業推進担当者）
若手共同研究員： 堀内史朗（PD）、吉川　満（D1）

【現象数理若手プロジェクトとは】
現象数理学を実践する若手研究
者育成のため、若手研究者自らが
コーディネーターとなって、現象
数理学分野の研究者を組織して
実施するプロジェクト計画です。
2009年度は3件のプロジェク
トが採択されました。
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■先端数理科学 I 「時系列からの新しい発見」 講義概要
　明治大学大学院各研究科博

士後期課程横断型カリキュラ

ム「プロジェクト系科目」の先

端数理科学Ｉ「時系列からの

新しい発見」が、2009年8月

17日から20日に駿河台キャ

ンパスにおいて開講されまし

た。本講義は、地震・オーロラ・津波といった自然現象、地盤沈下やセキュ

リティシステムに現れる工学現象、株価やGDPといった経済現象など様々

な複雑系現象に付随する時系列データに注目し、その奥に潜む情報を発見

する姿勢で得られた実際の研究成果を、各分野で活躍中の研究者によるオ

ムニバス形式で解説する方式で行われました。

　IT技術の発展に伴い、毎時の降水量や日々記録される株価に代表され

る、時刻と値がセットで記録された「時系列データ」の蓄積が、ますます膨

大になっています。前半では「時系列からの情報抽出」をテーマとして、こ

のような所与の時系列データから、実験数学と統計学という二通りのアプ

ローチで、どのように有用な情報が抽出されるかの講義が行われました。

後半では「データからの知識発見」をテーマとして、地震や地磁気といった

地球科学分野の時系列データから得られた最先端の知見と、それらがどの

ようなアプローチを通じて得られたかの解説・講義がありました。本講義

には学外からの聴講参加があり、また活発な質疑応答や議論も行われ、内

容に対する関心の高さが伺われました。

　以下に、受講者の課題レポートから一部抜粋し紹介いたします。

受講者レポート 1

　今回は、大きく分けて2種類の方法論と、それに基づいた実際のデータ

解析結果についての御講演を受講した。

　1つめの方法論は、岡部先生の提案されたKM2O-ランジュヴァン方程式

論に基づくものであった。これについては、もともと名前しか聞いたこと

がなく、いったいどんな内容なのか戦々恐々としていたものの、初日の松

浦先生による丁寧な導入のおかげで、概要をつかむことができた。初日と

最終日の岡部先生の御講演は、数学的に難解な部分も多くすべてをフォ

ローすることはできなかったが、純粋数学を実データの解析へ応用すると

いう困難な問題を切り開く熱意にあふれた、思わず聞き入ってしまうもの

であった。これを応用したものとして、プラズマ圏物理学の湯元先生と地

震学の武尾先生による実際のデータへの適用結果の御講演があった。そ

れぞれ興味深く、特に、武尾先生が示された、浅間山で観測された一見周波

数変調しているかのように見える火山性微動の時系列データには驚いた。

近い分野にいるにも関わらず、本講義で初めてそのようなデータを拝見

し、非常に良い機会となった。

　もう1つの方法論は、先見的にモデルの形を仮定するベイズ統計に基づ

いたものであった。こちらについても、中村先生による丁寧な導入が行わ

れ、ベイズの定理の説明からデータを逐一とりこんで先見的パラメータ

を習性していく最新のデータ同化手法にいたるまで、じっくりと理解でき

た。樋口先生の御講演は、このアプローチに基づいた統計解析の実際の

データへの応用が中心で、聞きなれない経済用語には若干面食らう部分こ

そあったが、新鮮な気持ちでお話を伺うことができた。

　今回学んだことから、いくつか自分自身で試してみたいと思う課題を見

出すことができた。このような貴重な機会を与えていただき、関係の皆様

に深く感謝いたします。

三井雄太（京都大学大学院理学研究科D2）

受講者レポート 2

　この講義では主に時系列の2つの手法を紹介していただき、この講義を

通して、自身の研究において統計科学を用いた新たな展開を行うための

きっかけを頂きました。

　まずKM2O-ランジュヴァン方程式論では、モデル化が困難である複雑

な現象に対して、内部構造を探り、その構造の特徴から異常の予測を行う。

一方ベイズ統計などの手法はある程度現象について理解できており、ある

事象とある事象との定量的な因果関係を調べる。しかしこれはある種の

関数の当てはめを行っており、仮にデータがトレンドから大きく外れたも

のがある場合にはよい結果を得られない。そのためこれらの手法は知り

たいことに応じて手法の選択や両者を併用することによって、より複雑な

現象の理解に役立てることができるのではないかと感じました。

　私は以前からこれらの統計

科学の手法に興味を持って

いましたが、きっかけがなく、

行っていませんでした。私の

専門は進化ゲーム理論であり、

ここでは各主体は期待利得が

高くなるような戦略を採用す

るという仮定のもとで人間の行動を分析します。時折、本当に人間はこの

ような行動を採用しているのかと疑問に思います。例えば人間の心理的

な要因、利得の捉え方により行動が変化する場合があります。実際ある

ゲームを実験して得られた結論と理論から得られた結果が異なる場合が

あるので、この原因を探るためにも実験、観測データを利用した研究が重

要であると考えていました。この講義を終え、早速実験、観測データから

内部構造を探る手法を考え始めることにしました。

吉川満（明治大学大学院理工学研究科D1）

　本グローバルCOEプログラム研究課題の2本の柱のうちの1つである

「非線形時系列に対する現象数理学の発展」では、2カ月に1回、「非線形時

系列に対する現象数理学の発展」シンポジウムを開催しております。

　ご興味のある方はWebページをご参照下さい。

http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/jpn/events/jikeiretsu/index.html

教育・研究活動 ■「錯覚現象数理学」関連イベント概要
第 1 回錯覚ワークショップを開催

　先端数理科学インスティテュートプロジェクト研究「錯覚の数理モデリ

ングとその応用」主催、本グローバルCOEプログラム共催の「第1回錯覚

ワークショップ」が、2009年9月9日（水）、10日（木）に明治大学駿河台校

舎で開催されました。

　これは、視覚・触覚・味覚などの人の五感にかかわる錯覚だけではなく、

コミュニケーションにおける行き違いや誤解、人の購買行動における必ず

しも合理的とはいえない選択なども広い意味の錯覚と捉えて、それらに共

通する錯覚現象の仕組みを探ろうとする試みです。数理科学、工学、情報

科学、心理学、行動経済学、コミュニケーション科学、エンターテイメント

科学など幅広い分野から11名の講師をお招きし、それぞれの領域での錯

覚に関連した話題をお話いただくとともに、従来はあまり交流のなかった

異分野間の情報交換もできました。

　講演プログラムには、視覚の錯覚では、北岡明佳氏による「錯視・錯覚の

オーバービュー」、味覚と嗅覚の錯覚では、池崎秀和氏による「味を目で見

る、においを探す」、触覚の錯覚では、梶本裕之氏による「触覚の錯覚とバー

チャルリアリティ」、人の購買行動における錯覚では、友野典男氏による

「認知的錯視-行動経済学の視点」、コミュニケーション科学の分野では、

原島博氏による「コミュニケーションにおいて錯覚は悪いことなのだろう

か」などがふくまれていました。

　この活動の最終目標は、分野横断的な錯覚の共通原理を明らかにし、そ

れを社会に役立てることによって、錯覚科学という新しい学問領域を形成

することです。この目標

に向かって、このワーク

ショップは、これからも

シリーズで開催すること

が予定されています。

「新井仁之氏「数学的方法による錯視の研究」を聴いて」

　人間が視覚によって対象を捉える際に錯覚が起こることは広く知られ

ている。しかしながら錯覚が起こるメカニズムは複雑であり、例えば、明

らかに神経科学や脳科学によるアプローチが必要であるし、心理学も研究

の中心的な役割を果たすであろう。しかしながら、これらの研究結果が錯

視研究に十分に応用されているとは言い難い。そのため、数理モデルに

よって錯視を再現することは重要である。

　新井氏の講演によれば、ウェーブレットと数理モデルの組み合せで、図

形を分解し、錯視を引き起こす要因だけを取り出せる。この結果は数値

データとして得られるため、新井氏は心理学的なアプローチによる研究結

果の再評価につながると述べた。講演の後半では、新井氏が提唱したフ

レームレットが紹介され、あるフラクタル図形が引き起こす螺旋錯視にお

ける、錯視を引き起こす要因を特定した。さらに、異なる錯視を引き起こ

す図形を用意し、これを足し合わせることで新しい錯視を構成した。これ

は、ウェーブレットによる錯視の予測である。以上の研究結果は、数理モ

デルが十分機能していることの証拠である。

　新井氏の研究によって、ウェーブレットと数理モデルによって錯視の要

因を特定し、新たな錯視の構成も可能になった。数理的研究が、脳科学、心

理学等に影響を与えること、工学等の面に応用されることを期待させる講

演であった。

池田幸太（明治大学研究推進員）

生田図書館ギャラリー Zero で不可能立体を展示

　本グローバルCOEプログラム事業推進担当者の一人である研究・知

財戦略機構杉原厚吉特任教授の錯覚現象数理学の研究成果の一部が、生

田図書館ギャラリーZeroで展示されました。展示タイトルは、「ようこ

そ!不可能立体ワンダーランドへ −エッシャーのだまし絵の世界を立体

に！」、展示期間は、生明祭をはさんで2009年11月18日（水）から26日（木）

までの9日間でした。

　写真を見て、そこに写っている立体を理解する人の視覚現象は、非常に

高度で複雑なもので、その仕組みはまだよくわかっていません。これを

現象数理学のアプローチで解明することを目指して、絵を理解するコン

ピュータを開発する中で、だまし絵の中に立体として作れるものがあるこ

とがわかってきました。ここでは、そのような立体の例30点が展示され

ました。その中には、オランダの版画家エッシャーが作品の中で描いただ

まし絵を立体化した「無限階段」や「もの見の塔」も含まれていました。

　また、これらの不可能立体と同じ原理を応用して作られた不可能モー

ションも展示されました。これは、立体自身は、ありふれたものに見える

のに、立体の隙間や窓にあり得ない順序で棒が通ったり、球を置くと重力

に反してその球が斜面を転がりながら上っていくなど、あり得ない物理現

象が起こっているという錯覚が生じるというものです。そのような立体

が展示されると同時に、不可能モーション17種類のビデオも上映されま

した。

　この展示は、NHKの「こんにちは、いっと6けん」の取材を受け、12月9

日（水）の同番組の中で紹介されました。また、ここで展示された立体の一

つ「何でも吸引すべり台」は、日本基礎心理学会主催の第1回錯視コンテス

トで入賞し、12月5日（土）に発表・表彰されました。

　「錯覚ワークショップ」は今後も継続して企画し、学際的な錯覚科学とい

う学問分野を探求していきます。
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用：日本の｢失われた10年｣の分析｣ 矢野浩一･内閣府

第 2 回 ｢複雑系現象の時系列解析 2｣ −地球物理現象−

開催期間：2009年9月24日〜25日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

9月24日

10：00-11：30 ��｢黒点･太陽風･地磁気･オーロラ･地震の時系列の構造抽出｣ 

岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

13：00-14：30 �｢岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ変換｣ 

四方義啓･名城大学

15：00-16：30 �｢微動モデルの定常因果解析｣ 武尾　実･東京大学、MIMS所員

9月25日

10：00-11：30 �｢長周期の潮位データ解析を目的とした粒子フィルタコー

ドの開発｣ 長尾大道･統計数理研究所

13：00-14：30 �｢オーロラ嵐に関するデータからの知識発見｣ 

徳永旭将･九州大学大学院･JSPS特別研究員

15：00-16：30 �｢地球科学における時系列解析とデータ同化による現象把

握｣ 中村和幸･明治大学、MIMS研究員

● MAS Seminar
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar）

オーガナイザー：�三村昌泰（拠点リーダー） 

上山大信（事業推進担当者） 

若野友一郎（事業推進担当者） 

池田幸太（GCOE-現象数理SPD）

第 10 回 MAS Seminar

開催日：2009年7月1日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階205教室

16：30 -17：30 �｢Micro-macro interlocked simulation of clouds and 

precipitation｣ 島伸一郎･海洋研究開発機構

第 11 回 MAS Seminar

開催日：2009年7月15日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階205教室

16：30-17：30 �「The stability of a flow on a rotating polar cap｣ 谷口由紀

･明治大学研究推進員、大学院GPポスト・ドクター

第 12 回 MAS Seminar

開催日：2009年7月22日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階205教室

16：30-17：30 �｢A hidden edge effect on animal group size and density： 

an agent-based model revealed｣  

堀内史朗･明治大学研究推進員、法人ポスト・ドクター 

第 13 回 MAS Seminar

開催日：2009年7月29日 

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階205教室

16：30-17：30 �｢Research for evacuation and pedestrian queueing 

systems｣ 柳澤大地･東京大学大学院･JSPS特別研究員

● MEE Seminar
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

オーガナイザー：�若野友一郎（事業推進担当者） 

中橋　渉（GCOE-現象数理PD）

第 3 回 MEE Seminar

開催日：2009年7月14日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14：40-16：10 �｢Intraspecific variation of Japanese macaques; its social 

relation and group composition｣  

堀内史朗･明治大学研究推進員、法人ポスト・ドクター

第 4 回 MEE Seminar

開催日：2009年7月21日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14：40-16：10 �｢Evolution of conformist transmission in social learning｣ 

中橋　渉･明治大学研究推進員、GCOE-現象数理ポスト・ド

クター（PD）

第 5 回 MEE Seminar

開催日：2009年8月13日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14：40-16：10 �｢無限集団の包括適応度理論｣ 小林　豊･京都大学

第 6 回 MEE Seminar

開催日：2009年9月29日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館2階207教室

14：40-16：10 �｢Spatial dynamics of costly spite and cooperation by 

conformist transmission｣ 

若野友一郎･明治大学、事業推進担当者

◆その他定期セミナー（共催）
● RDS Seminar
 (Reaction Diffusion Systems Seminar)

主催：�文部科学省科学研究費補助金基盤研究(S) 

｢非線形非平衡反応拡散系理論の確立｣ 

組織委員：�二宮広和（明治大学、事業推進担当者） 

廣瀬宗光（明治大学、MIMS研究員） 

若狭　徹（早稲田大学、MIMS研究員） 

谷口雅治（東京工業大学） 

中村健一（電気通信大学）

第 5 回 RDS Seminar

開催日：2009年7月14日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館3階309教室

16：30 -17：30 �｢Large time behavior of disturbed planar fronts in the 

Allen-Cahn equation｣ 奈良光紀･東京大学

第 6 回 RDS Seminar

開催日：2009年7月24日 

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館3階309教室

16：30 -17：30 �｢Existence of stabilized propagating wave segment in 

wave front interaction model｣ Jong-Shenq GUO･National 

Taiwan Normal University，Taiwan

◆その他研究集会等（共催・本学会場）
● �International Workshop on Self-organization in 

Chemical and Biological Systems： Modeling, Analysis 
and Simulation

開催期間：2009年7月7日〜9日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館4階会議室

主催：�文部科学省科学研究費補助金基盤研究（S） 

｢非線形非平衡反応拡散系理論の確立｣

オーガナイザー：

Masayasu MIMURA (Meiji University, GCOE Program Leader) 

Daishin UEYAMA (Meiji University, GCOE Program Member) 

Yasumasa NISHIURA (Hokkaido University, MIMS Research Fellow) 

活 動 記 録
●先端数理科学 I ｢時系列からの新しい発見｣
開催期間：2009年8月17日〜20日

会場：明治大学駿河台校舎リバティタワー19階119JK演習室

コーディネーター：岡部靖憲（事業推進担当者）

8月17日

【実験数学的手法による複雑系時系列からの情報抽出】

09：00 -10：30 �｢（1）KM2O-ランジュヴァン方程式とは｣ 

松浦真也･愛媛大学

10：40 -12：10 �｢（2）定常性の特徴付けと非線形情報空間｣ 

松浦真也･愛媛大学

13：30 -15：00 �｢（3）KM2O-ランジュヴァン方程式論に基づく異常性の検

出法｣ 松浦真也･愛媛大学

15：10 -16：40 �｢（4）ケプラーとKM2O-ランジュヴァン方程式論｣ 

岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

8月18日

【統計的手法による理工学・経済時系列からの情報抽出】

09：00 -10：30 �｢（1）理工学・経済現象の観察における時系列解析の役割」

中村和幸･明治大学、MIMS研究員

10：40 -12：10 �｢（2）経済データ・計測器データのトレンド・周期性」 

中村和幸･明治大学、MIMS研究員

13：30 -15：00 �｢（3）株価変動解析と時変分散・時変スペクトル｣ 

中村和幸･明治大学、MIMS研究員	

15：10 -16：40 �｢（4）地盤変形・津波の解析と非線形・非ガウスモデリン

グ」 中村和幸･明治大学、MIMS研究員

8月19日

【統計的手法による理工学・経済時系列からの情報抽出】

09：00 -10：30 �｢（5）スマート･センシングと時系列解析｣ 

樋口知之･統計数理研究所	

10：40 -12：10 �｢（6）マイクロマーケティングと時系列モデリング｣  

樋口知之･統計数理研究所

【太陽地球系科学におけるデータからの知識発見】

13：30 -15：00 �｢（1）太陽地球系データの特異性｣ 湯元清文･九州大学

15：10 -16：40 �｢（2）突発（相転移or不安定）現象の検出｣ 

湯元清文･九州大学

8月20日

【地震・火山現象におけるデータからの知識発見】

09：00 -10：30 �｢（1）深部低周波地震波･微動,非線形な火山性微動の時系

列解析I｣ 武尾　実･東京大学、MIMS所員

10：40 -12：10 �｢（2）深部低周波地震波･微動,非線形な火山性微動の時系

列解析Ⅱ」 武尾　実･東京大学、MIMS所員

【実験数学的手法による複雑系時系列からの情報抽出】

13：30 -15：00 �｢（5）分離性の発見とその数学的構造｣ 

岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

●先端数理科学Ⅱ ｢社会と生態系の数理｣
開催期間：2009年9月14日〜17日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室他

コーディネーター：若野友一郎（事業推進担当者）

9月14日

13：00 -14：30 �｢基礎1：進化とゲーム｣  

山村則男･総合地球環境学研究所

14：40 -16：10 �｢基礎2：個体群動態｣  山村則男･総合地球環境学研究所

16：20 -17：50 �｢血縁選択理論の基礎｣  

若野友一郎･明治大学、事業推進担当者

9月15日

10：30 -12：00 �｢生態系と社会1：土地利用における私有と共有｣ 

山村則男･総合地球環境学研究所

13：00 -14：30 �｢生態系と社会2：都市と田舎の人口移動｣ 

山村則男･総合地球環境学研究所

14：40 -16：10 �｢環境変化と学習進化｣ 青木健一･東京大学

16：20 -17：50 �｢進化ゲームと社会制度設計｣ 中丸麻由子･東京工業大学

9月16日

10：30 -12：00 �｢生態系1：植物のフェノロジー戦略｣ 

山村則男･総合地球環境学研究所

13：00 -14：30 �｢生態系2：多種の群集動態｣ 

山村則男･総合地球環境学研究所

14：40 -16：10 �｢個体群動態と生活史進化｣ 高田壮則･北海道大学

16：20 -17：50 �｢森林伐採の数理モデル｣ 佐竹暁子･北海道大学

9月17日

10：30 -12：00 �｢微生物生態学の数理｣ 三木　健･國立台湾大学

13：00 -14：30 �｢微生物と物質循環｣ 三木　健･國立台湾大学

●現象数理談話会 （GCOE Colloquium）
第 2 回 現象数理談話会

開催日：2009年7月27日 

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

15：00 -16：30 �｢数学の頭で医学データを考える｣ 

（｢非線形時系列に対する現象数理学の発展シンポジウム｣

共催） 柳川　堯･久留米大学

第 3 回 現象数理談話会

開催日：2009年8月27日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館4階401教室

16：00 -17：00 �｢お金に関する新しい数理科学−行動ファイナンスと伝統的

経済学の融合−｣  

大庭昭彦･野村證券金融工学研究センター

17：00 -18：00 �｢複雑系の統計性−新しい社会科学の発展に向けて−｣ 

松下　貢･中央大学

●�「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
世話人：�岡部靖憲（事業推進担当者） 

中村和幸（MIMS研究員）

第 1 回 ｢複雑系現象の時系列解析 1｣ −経済現象 ･ 生命現象−

開催期間：2009年7月27日〜28日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

7月27日

10：00 -11：30 �｢転写開始点の解析｣ 

Budrul M. AHSAN･東京大学大学院･JSPS特別研究員

13：00 -14：30 ｢岡部の原理のひとつの解釈について｣ 四方義啓･名城大学

15：00 -16：30 �｢数学の頭で医学データを考える｣  

（｢第2回現象数理談話会｣共催） 柳川　堯･久留米大学

7月28日

10：00-11：30 �｢日本の失われた10年における経済現象の時系列解析(1)： 

流通速度の決定性とIS-LMモデルの均衡｣ 

中野裕治･滋賀大学

13：00-14：30 �｢日本の失われた10年における経済現象の時系列解析(2) 

：マネーサプライとGDPの間の非線形弱因果性とIS-LMモ

デルの均衡｣ 岡部靖憲･明治大学、事業推進担当者

15：00-16：30 �｢モンテカルロフィルターの動学マクロ経済モデルへの応
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活 動 記 録

【編集後記】 第2号では、本グローバルCOEプログラム教育活動の1つである、大学院プロジェクト系科目「先端数理科学 I」の内容についても少し
お知らせすることができました。この科目は、MIMSにおける最新の研究成果を若手研究者（博士後期課程学生）に伝えることを目的に設置されてお
り、2010年度も引き続き開講されます。広くみなさまに公開していますので、2010年度も楽しみにお待ちください。また、ご都合がつけば、是非本
学までお越しいただければと思います。今後も、ご愛読いただけますようよろしくお願いします。（MN）

Tomohiko YAMAGUCHI (AIST)

7月7日

14：00 -14：40  ｢Self-organized patterns in smoldering combustion： 

modeling and simulation｣ Masayasu MIMURA･Meiji 

University, GCOE Program Leader 

14：50 -15：30  ｢Pattern formation in a chemotaxis-diff usion-growth 

system｣ Takafumi SAKURAI･Chiba University

16：00 -16：40  ｢Localized patterns generated by an activator-inhibitor 

system in inhomogeneous media｣ 

Izumi TAKAGI･Tohoku University

16：50 -17：30  ｢Oscillating patterns on sphere via wave bifurcation｣

Toshiyuki OGAWA･Osaka University

7月8日

10：30 -11：10  ｢Spatio-temporal structure under constant photon-fl ux｣ 

Kenichi YOSHIKAWA･Kyoto University

11：20 -12：00  ｢Periodic self-assembly of colloidal particles in dewetting 

process｣ Tomohiko YAMAGUCHI･AIST

14：00 -14：40  ｢Control of precipitation patterns： I. Theory｣

Zoltán RÁCZ･Eötvös University, Hungary

14：50 -15：30  ｢Control of precipitation patterns： II. Experiments｣

Andras VOLFORD･Budapest University, Hungary

16：00 -16：40  ｢A mathematical model for Liesegang bands in one space 

dimension｣

Danielle HILHORST･Paris-Sud University,France

16：50 -17：30  ｢Collision dynamics in dissipative systems｣ Yasumasa 

NISHIURA･Hokkaido University, MIMS Research Fellow

7月9日

10：30 -11：10  ｢Self-organizing image processing in discrete reaction-

diff usion systems｣

Haruka MIIKE･Yamaguchi University

11：20 -12：00  ｢Centrally symmetric Liesegang patterns：simulation 

with an adaptive grid PDE method｣ 

Ferenc IZSÁK･Eötvös University, Hungary

14：00 -14：40  ｢Eff ects of front propagation velocity on the Liesegang 

patterns： An experimental study｣

Atsushi TORAMARU･Kyushu University

14：50 -15：30  ｢Pattern formation in precipitation systems -modeling 

and simulations-｣ Daishin UEYAMA･Meiji University, 

GCOE Program Member

16：00 -16：40  ｢Colony formation in bacteria： experiments and 

modeling｣ Mitsugu MATSUSHITA･Chuo University,

16：50 -17：30  ｢Density dependent behavior in populations of discrete 

chemical oscillators｣

Kenneth SHOWALTER･West Virginia University, U.S.A.

●錯覚ワークショップ −横断的錯覚科学は成立するか−
開催期間：2009年9月9日〜10日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館３階会議室

主催：明治大学先端数理科学インスティテュート

9月9日

10：00 -11：00  ｢コミュニケーションにおいて錯覚は悪いことなのだろう

か？｣ 原島　博･東京大学名誉教授

11：00 -12：00  ｢数学的方法による錯視の研究｣

新井仁之･東京大学・JSTさきがけ

13：00 -14：00  ｢味を目で見る,においを探す｣ 池崎秀和･（株）インテリ

ジェントセンサーテクノロジー

14：00 -15：00  ｢インタラクティブ錯視・だまし絵‒アートからゲームへ｣ 

藤木　淳･九州大学・JSPS特別研究員

15：30 -16：30  ｢認知的錯視‒行動経済学の視点｣ 友野典男･明治大学

16：30 -17：30  ｢距離によって見え方が変わる二重画像｣

山口　泰･東京大学

9月10日

10：00 -11：00  ｢触覚の錯覚とバーチャルリアリティ｣

梶本裕之･電気通信大学

11：00 -12：00  ｢三次元映像は錯視だろうか?：視覚特性について考える｣ 

羽倉弘之･東京大学

13：00 -14：00  ｢錯視・錯覚のオーバービュー｣ 北岡明佳･立命館大学

14：00 -14：40  ｢高速道路のサグ部における傾斜の誤認と渋滞｣

友枝明保･明治大学研究推進員、法人ポスト・ドクター

14：40 -15：30  ｢錯覚は,足りない情報を補おうとして失敗したとき生じ

る〜『だまし絵』から『勘違い』まで｣

杉原厚吉･明治大学、事業推進担当者


